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平成30年度　会長

宇 野 一 世

ご 挨 拶

副 会 長

大島　　淳
委 員 長 風本　　崇

西原孝太郎
智内　健太

副委員長 須田　　寛
髙橋　邦幸
阿草　一彬

 総務広報 委 員 会 

平成30年度各委員会事業報告

でしたが、メンバーの協力により期限内に配布することがで

きました。

　最後の事業といたしまして、平成31年３月18日（月）に

今治商工会議所　大会議室にて臨時総会を開催いたしまし

た。総勢99名の参加の中、宇野会長より楠橋会長へ滞りな

く組織が引き継がれました。その後の懇親会では副会長が担

当する委員会ごとに４会場にわかれて開催し、１年間の反省

及びメンバー同士の親睦を深めることができました。

　最後になりますが、宇野会長、大島担当副会長をはじめ、

委員会メンバー、事務局の皆様には深く感謝申し上げます。

皆様の支えにより１年間通して事業をやり遂げることができ

ました。

　本当にありがとうございました。

　平成30年度、総務広報委員会では、「今治YEGホームペー

ジの管理・運営」、「SNS等による今治YEG事業の情報発信」、

「通常総会・臨時総会の開催」、「第25号会報誌の発行」、「会

員手帳の発行」という５つの事業を行いました。

　最初の事業といたしまして、平成30年５月９日（水）に

今治国際ホテル　クリスタルホールにて通常総会を開催いた

しました。ご来賓を含め、総勢158名の出席があり、滞りな

く厳粛に進行され、５名の卒業生を送り出すことができまし

た。また、今年度より広報用の腕章を田中直前会長のご協力

により今治タオルを使用したオリジナル腕章を製作しまし

た。今後の事業等で今治YEG、今治をアピールできるよう

幅広く活用していきたいと思います。

　２つ目の事業といたしまして、SNS等による今治YEG事

業の情報発信を行いました。主にFacebookを有効的に活用

し、事業だけにとどまることなく委員長の協力のもと各委員

会の内容なども発信するように心掛けました。外部への発信

では、「今治商工会議所青年部」・「今治YEG」の言葉がユー

ザーの目につくように工夫しました。また、事業については

写真等を有効に使いわかりやすくアピールしました。さらに、

Facebookグループを活用してメンバー内の情報共有にも努

めました。

　３つ目の事業といたしまして、会員手帳の発行を行いまし

た。２年に１度の発行ですが入会人数も多く確認作業は大変

　平成最後30年度の全事業を無事に滞りなく終え
る事が出来ました。これも今治YEGのメンバーの
皆さん、今治商工会議所の檜垣会頭をはじめとする
親会の皆様、楠橋会長をはじめとする女性会の皆様、
そして近藤会長をはじめとするシニアクラブ、ＯＢ
の皆様、事務局の皆様、全ての方々のお陰であり、
心から感謝致しております。本当に有難うございま
す。
　思い出せば今から一年と数か月前、田中直前会長
から会長を引継ぐ事を打診されましたが、YEGの
経験も浅く自企業自体も全く安定しておらず、そん
な私には絶対務まらないと一度はお断りしました。
それでも根拠もないまま「お前なら何とかなる？」
との話で、お引き受けして早一年。振り返ってみれ
ば、ご迷惑ばかり掛けたのでは？と反省しきりです
が、何も触れなくても完璧に遂行されていく事業、
何度討論しても進まない事業などなどあり、ある先
輩の名言に「YEGの役は仕事の訓練だ！」と言わ
れていましたが、完全に修行の様な状態でバタバタ
と過ぎた一年でした。
　今年度は『結束UNITY　同じ志を持った熱い力
を結集し、地域社会の発展に貢献しよう』をスロー
ガンに事業展開してまいりました。四国一大きな単
会になった今だからこそ原点に戻って絆を深めたい

という思いからです。事業運営に関しましては、継
続事業の実施、新規事業としては「渉外委員会」「み
らい創造委員会」と、新しい委員会を２委員会新設
し、対外対応、サイクリング事業の今治市への提言
活動、昨年から課題でもありました５年後を見据え
た組閣案の検討など実施致しました。
　こんな私に大役を拝命させて頂き、究極に忙しく
なった時の対処、また全国の同期の会長他、沢山の
方々との人脈も広がり、本当に勉強になりました。
現役の皆さんもYEGの事業において、同じ時間を
使うなら精一杯対応し、考え、役をお願いされた際
は、使命、運命だと思って快く引受けチャレンジし
て頂きたいと思います。
　次年度は第35代会長として楠橋功君が就任致し
ます。彼は北海道出身で、土木関連のサラリーマン
時代からタオル業界に入った変わった経歴の持ち主
です。今治の柵に縛られる事なく、時代に沿った新
しい風を吹かしてくれる事と思います。
　最後になりましたが、会員の皆さんのYEGでの
活躍、自企業の発展、個々のスキルアップ、親会を
はじめとする関係者の皆様には今まで以上のご指
導・ご鞭撻・ご協力をお願い申し上げ、私の心から
のお礼の挨拶とさせていただきます。本当にありが
とうございました。

通常総会

30年度臨時議員総
会にて宇野30年度
会長（左）から楠橋

31年度会長（右）へ
引継ぎ
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副 会 長

小島　秀範
委 員 長 中村　　拓

矢野　貴則
越智　雅一

副委員長 平田　哲也
坂本　考弘
篠原　章仁

 会員交流 委 員 会 

副 会 長

原　　竜也
委 員 長 八木　伸樹

宇野恵美子
越智　宏幸

副委員長 佐伯　忠亮
武田　伸治
青野鬼一郎

 経営研修 委 員 会 

　平成30年度の会員交流委員会では、１．会員交流親睦事

業　２．新入会員加入拡大　３．エンジェルタッチの管理を

委員会事業として活動を行いました。

１．会員交流親睦事業

　10月20日（土）に、会員事業所の皆様の親睦と健康増進

を図ることを目的とした、「第11回今治商工会議所会員親睦

ゴルフ大会」が、今治カントリー倶楽部にて開催されまし

た。青年部からは、宇野会長はじめ19名のメンバーで参加し、

秋晴れの下、プレーを楽しみ、会員親睦を深めることが出来

ました。

　また、12月２日（日）には、湯ノ浦パークゴルフ広場に

おいて、「会員親睦パークゴルフ大会」を開催し、７家族38
名のメンバーにご参加頂きました。最初、緊張していた子供

達は、次第に大きな声や笑顔が出る様になり、参加いただい

たご家族や青年部メンバーがより一層親睦を深めることが出

来ました。

２．新入会員加入拡大

　今年度も、青年部卒業生また現役メンバー皆様のご協力で、

26名の新入会員をご紹介頂き、誠にありがとうございまし

た。現在の会員数は255名で、四国一の会員数を誇る単会で

す。次年度以降、多数の卒業予定者がおられます。今年度も

同様に新入会員のご紹介を宜しくお願い致します。

３．エンジェルタッチの管理

　新入会員のメンバーには、エンジェルタッチ活用について

の説明・勉強会及びアカウントの発行を行いました。また、

現役メンバーにつきましても、エンジェルタッチを活用して

頂く為に、再度、役員会や例会時に周知徹底の程、お願いを

致しました。

　以上が、本年度の事業報告になります。

　最後になりましたが、宇野会長・小島担当副会長をはじめ

副会長の皆様・各委員長・メンバーの皆様、そして、当委員

会の皆様、１年間本当にありがとうございました。

　平成30年度の経営研修委員会では、研修視察と講演会を

開催いたしました。

①　平成30年５月20日(日)
　みらい創造委員会と合同で、研修視察として大阪府堺市

の堺クリテリウムを視察しました。その際、チームマトリッ

クスの監督に、クリテリウムについて説明して頂きました。

昼食後、吹田市のカップヌードルミュージアムを訪問し、

各自オリジナルのカップヌードルを作成しました。

　帰りのバスの中で小宴会を開き、会員間の交流を深める

ことが出来ました。

②　平成30年10月２日(火)
　今治商工会議所にて、神戸税関今治税関支署　支署長　

近藤英俊様と、上席審査官　中矢恒太様を講師として、『神

戸税関概況』、『輸出入の通関手続きについて』と題しまし

て、講演会を開催いたしました。

　講演会終了後にホテル菊水で行われた異業種交流会に

て、会員間の交流を深めることが出来ました。

　以上が本年度の事業報告となります。

　最後になりますが、宇野会長、原担当副会長をはじめ副会

長の皆様、幹事・各委員長の皆様、そして何より委員会メン

バーの皆様のご協力により、１年間を無事終えることが出来

ました。本当にありがとうございました。

企業視察研修第11回今治商工会議所会員親睦ゴルフ大会

10月例会講演会

会員親睦パークゴルフ大会
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副 会 長

大島　　淳
委 員 長 小松　正義

越智　　元
渡邉　俊哉

副委員長 近藤　郁二
相原有理沙
深川　　徹

 渉　　外 委 員 会 

檜垣　有政
寺岡　梢未

副 会 長

楠橋　　功
委 員 長 渡邉　琢也
副委員長 安永　　隆

荒木　哲司
村上　俊行

 例会運営 委 員 会 

　平成30年度例会運営委員会では、４回の例会運営ならび

に異業種交流会を担当いたしました。

　その内の２回の例会では、他委員会とのコラボ例会をおこ

ない、協力しながら運営に努めました。

①　平成30年７月２日（月）

　今治市民の祭り「おんまく」誕生秘話～次世代に継（つ

なぐ）をテーマにし、初代運営委員長の矢野精一様、現運

営委員長の井上裕基様を講師としてお招きし、対談形式で

のご講演をいただきました。YEGメンバーも「おんまく」

ボランティアスタッフに参加しており、今後更に「おんま

く」を盛り上げるためのよい機会となりました。講演会終

了後は異業種交流会を「はーばりー」で開催いたしました。

②　平成30年10月２日（火）

　経営研修委員会とのコラボ例会をおこないました。講演

会は神戸税関今治税関支署の近藤英俊支署長、中矢恒太上

席審査官をお招きし、「輸出入の通関手続きについて」な

ど、ご講演をいただきました。講演会終了後は「ホテル菊

水」で異業種交流会を開催いたしました。

③　平成30年11月26日（月）

　例会後、今治国際ホテルで忘年会をおこない

ました。当日は檜垣会頭をはじめ御来賓の皆様

方にご出席いただき、また、多くの現役メンバー

も参加し、開催いたしました。配席についても

学年が近いメンバー同士とし、余興も卒業生に

体をはっていただき、思い出に残る忘年会に

なったのではないかと思います。またメンバー

　平成30年度、渉外委員会では、「愛媛県大会・四国ブロッ

ク大会・全国大会への参加勧誘と各種手配」、「他単会との交

流」事業を行いました。

　最初の事業として、平成30年７月７日（土）に第36回商工

会議所青年部愛媛県大会うわじま大会に60名で参加する予

定でしたが、平成30年７月豪雨により中止となりました。

被災されました皆様には心よりお見舞いを申し上げると共に

被災地の一日も早い復興をお祈り申し上げます。

　次の事業として平成30年９月15日（土）に第35回商工会議

所青年部四国ブロック大会高知大会に38名で参加しました。

記念式典後、分科会では土佐の文化を学び、その後、松村厚

久氏と小松成美氏による記念講演を聴講し、大懇親会では土

佐のおきゃく文化と郷土料理を堪能し、帰路につきました。

　最後の事業として平成31年３月８日（金）～９日（土）に日

本商工会議所青年部第38回全国大会「日本のひなた　みやざ

き大会」に51名で参加しました。８日は９：20に今治商工会

議所をバスにて出発し、約８時間かけて大懇親会会場に到着

しました。大懇親会終了後には今治単会の懇親会を行いまし

の皆様には多数の景品をご協賛いただき、誠にありがとう

ございました。

④　平成31年２月５日（火）

　例会後、みらい創造委員会が活動してまいりました「ク

リテリウム事業提言書活動」の報告会をおこないました。

その後、異業種交流会を「笹」にて開催いたしました。今

回の例会・交流会には、日本YEGの内田会長をはじめ、

日本YEG、四国ブロックYEG連合会、愛媛県連、香川県連、

愛媛県各単会の御来賓の皆様方にご参加いただきました。

　以上が本年度の事業報告となります。

　最後になりますが、初の委員長を拝命し、頼りない私で

ございましたが、宇野会長、楠橋担当副会長をはじめとす

る役員の皆様、また何より支えてくださった副委員長、委

員会メンバーの皆様方の協力のもと、全事業を無事終える

ことができました。

　本当に１年間ありがとうございました。

たが、他単会との交流もあり宮崎の地で単会会員同士、全国

のYEG同士の親睦も深める事ができました。９日には記念

式典、齋藤孝氏による記念講演を聴講後、記念事業として

「MAX」を迎えての卒業式が盛大に行われました。今治単会

からも11名の卒業生にご参加いただき、思い出に残る卒業

式となりました。

　この１年を振り返って、宇野会長及び大島担当副会長はじ

め、みやざき大会に全員ご参加いただいた副委員長の皆様、

委員会会員の皆様、各事業にご参加いただいた今治YEG会

員の皆様、事務局のご協力のおかげで渉外委員会として事業

結果を残すことができました。本当にありがとうございました。

7月例会講演会 異業種交流会

四国ブロック大会
「高知大会」に参加

全国大会「日本のひなた
みやざき大会」に参加

忘　　年　　会
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副 会 長

小島　秀範
委 員 長 近藤　省吾

曽我部　寛
越智　　戒

副委員長 近藤　吉朗
渡邊　豪志
杉野　大輔

 いまばり活性化 委 員 会 

副 会 長

楠橋　　功 
委 員 長 藤髙　　亮

矢葺　純也
近藤　剛文

副委員長 福岡　友也
木下　　誠
越智　清仁

 地場産業振興 委 員 会 

副 会 長

原　　竜也
委 員 長 越智　一貴

大野　良恵
大西　秀明

副委員長 曽我部　準
山内　隆宏
村上健太郎

 みらい創造 委 員 会 

　平成30年度のいまばり活性化委員会は、Ｙランドリーグ

全国ソフトボール大会への参加、YEGの日、今治YEGの伝

統事業「水軍鍋」の開催の３事業を行いました。

　11月３日のＹランドリーグ全国ソフトボール大会は、松

山での開催でした。練習の時から多くのメンバーにご参加い

ただき、門田監督のもと一致団結したチームが出来上がりま

した。大会当日は、１回戦高知県連チームに20対４で完勝し、

２回戦では優勝した京都ベネフィッツに３対３の末、最後は

小島副会長の「おもてなしの心」がこもったジャンケンで敗

退しました。とても楽しく充実した大会でした。

　11月11日のYEGの日には、フェイスブックを活用しメン

バーの皆さんにYEG活動の写真を掲載いただき、多くの方に

「YEG」を認知していただくきっかけを作っていただきました。

　当委員会は、今年度からクリテウム事業提言書活動を大き

な事業目標とし、サイクリングを推進する委員会として創設

しました。

　平成30年５月20日に経営研修委員会の協力により堺クリ

テリウム優良企業視察研修に29名のメンバーでクリテリウ

ム大会会場及びレースの観戦、情報の収集等を行い、当委員

　11月18日の水軍鍋は、例年行われていた秋の恒例行事・

いまばり商人まつりでの実施ではなく、FC今治の最終戦に

夢スタジアムで開催しました。初めての有料販売にもかかわ

らず多くの市民の方々に購入いただき、今治YEGの作る水

軍鍋が長い年月をかけて、市民の方々にご賛同いただいてい

る事を改めて実感しました。開催日当時には、岡田武史氏が

水軍鍋をPRしていただいた事もあり約１時間30分での完売

になりました。

　全ての事業において、協力的に支えてくれた委員会メン

バー、積極的に事業に参加してくれたメンバーの皆様に改め

て感謝申し上げます。１年間ありがとうございました。

　平成30年度の地場産業振興委員会ではメイン事業として

２つの事業を行いました。

　１つ目の事業はBCU（バリチャレンジユニバーシティ）

の設営手伝いです。

　会場の設営、開会式への参加、会場の後片付けをお手伝い

させていただきました。手伝える機会は少なかったのですが、

開会式に参加させていただき岡田学長の今治地域創生への熱

い思いや若者の情熱に少しですが触れることが出来ました。

　２つ目の事業としては第23回タオルデザイン展の運営です。

　昨年に引き続き、ギャラリー CHUCHUの小野穎子先生を

審査委員長にお迎えし、タオルデザイン展の運営を進めてま

いりました。

　まず９月12日に審査会を行い、小野審査委員長のもとみ

んなで優秀作品20点を選びました。今年は今治市内や今治

特別支援学校、姉妹都市の広島県尾道市・群馬県太田市・ア

メリカ レイクランド市の小中学生、さらに今年は姉妹都市

40周年記念イベントの一環としてパナマ市からの応募があ

り、年々作品数が充実しています。

　その後、10月21日にテクスポートにおきましてタオルデ

ザイン展の表彰式を行いました。

　当日は万全の体制で臨みましたが、機材トラブルがあり進

行が一時中断するというハプニングもございました。しかし

ながら、大勢の受賞者とその家族に来場していただき、思い

出に残るような式が出来たと思います。

　最後になりますが、宇野会長、楠橋担当副会長をはじめ、

委員会メンバーの皆様、事業に協力して頂いた皆様には深く

感謝申し上げます。皆様の支えにより１年間乗り切る事が出

来ました。本当にありがとうございました。

会で協議を行いクリテリウム提言書の大会コース案及び骨子

について、当委員会メンバーの皆さんに資料、データ作成の

お願いをしました。また、平成27年度事業で今治市へサイ

クリング提言書活動として行った経験が非常に心強く、協力

をして頂き、視察調査で平成30年７月１日第１回広島クリ

テリウム大会の視察を行い、市街地系クリテリウム大会であ

る堺と工業団地系クリテリウム大会である広島の比較をし、

提言書として大会開催可能性を模索するなか、株式会社いよ

ぎん地域経済研究センター様に地域スポーツイベントにおけ

る経済波及効果の試算方法をご教示して頂き、愛媛県におけ

るクリテリウム大会開催の経済波及効果を提言書へ記載して

います。提言書作成に協力をして頂きました、関係者の皆様

に感謝申し上げます。完成した提言書を平成30年12月６日

に今治市菅良二市長へ当会を代表し、宇野会長がクリテリウ

Ｙランドリーグ

タオルデザイン展：受賞者と記念撮影

水軍鍋

バリチャレンジユニバーシティ
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第23回　タオルデザイン・アイデア展各賞受賞作品（デザイン部門）

そ  の 他 事 業

尾・久保小６年 窪田　美星さん

夜　空
富田小５年 吉井　幸紘さん

おじいさんの散歩
近見小３年 吉田　壮佑さん

とべ！とべ！トンボ

★今治商工会議所青年部会長賞★今治タオル工業組合理事長賞★愛媛新聞社賞

尾・美木原小１年 山本　莉良さん

げんきな♥ニコちゃん
太・生品中２年 伊藤　美結さん

自然の恵み
立花小６年 越智　音羽さん

どれにしようかな？
近見小１年 吉田　有那さん

おしゃれなさかな

★審査員特別賞★今治商工会議所会頭賞★今治市教育長賞★今治市長賞

日高小１年 片岡　咲希さん

朝と夜の雨の中のかたつむり
大西小４年 御手洗心菜さん

海の宝石
日高小５年 阿部　泰士さん

カメと花
尾・因北中２年 辻　　夢叶さん

白雪姫

★最優秀賞★最優秀賞★最優秀賞★最優秀賞

ム事業提言書として提出しました。今年度、例会運営委員会

のご協力により２月例会にて、クリテリウム事業提言書活動

として報告をしました。日本YEG内田会長をはじめ、来賓

の皆様の前で報告させて頂き、宇野会長をはじめ、例会運営

委員会の皆様に感謝申し上げます。

　また、サイクリング関係のお手伝いとして、サイクリングし

まなみ2018、第５回ツール・ド・玉川の受付、交通誘導等を行

いました。大会も国際色豊かになり、愛媛県及び今治市が行っ

ている自転車活用推進施策が実り始めていると実感をしました。

　最後になりますが、宇野会長、原担当副会長、当委員会メン

バー、メンバーの皆様、事務局、皆様のおかげで当委員会事業を

無事に行うことが出来ました。一年間ありがとうございました。

「市長と華ランチ（渉外・総務広報委員会）」

クリテリウム提言書活動報告会

クリテリウム提言書提出
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